
ご存じですか？ 目黒区の資源とごみの回収量と処理にかかる費用のこと

めぐろ買い物ルールでごみを減らそう！

3年度に区が回収したごみの量は53,216トンで前年度よ
り2,397トン減少しました。区民1人1日当たりに換算する
と522グラムで、前年度より18グラム減少しました。

3年度の清掃・リサイクル経費は総額46億
5,456万円で、そのうち資源回収（リサイクル）
経費は12億3,227万円でした。

3年度の清掃・リサイクル経費は、
区民一人当たり約16,700円となりました。

ごみ減量
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3年度総額
46億5,456万円
(100%)

職員人件費
9億4,255万円
（20.3%）

清掃事業分担金
（清掃工場の運営
などに係る経費）
11億4,340万円

（24.6%）

収集運搬費
12億8,323万円
（27.6%）

資源回収費
12億3,227万円
（26.5%）

その他
5,311万円
（1.1%）

ごみ処理と資源のリサイクルには、収集・運搬・選別などが必要で、多くの費用とエネルギーがかかります。区は、区民の皆さんの協力のもと、
MGR100（M=目黒、G=ごみ、R=リデュース〈発生抑制〉、100g）を合言葉に、1人1日当たり約100gのごみ減量に向けて取り組んでいます。ごみを減
らすために「余分なものを買わない」「生ごみの水切りをする」「食べ残しをしない」など、できることから始めましょう。ごみや資源の分別にご協力ください。

区では、「めぐろ買い物ルール」
の取組を推進するお店を「めぐ
ろ買い物ルール参加店」として
登録しています。入口などに掲
示してある右上のステッカーが
目印です。
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令和4年５月に家庭ごみの組成分析調査を行いました。燃やすご
みのうち、生ごみは約26％含まれており、その生ごみの約47％が
食品ロスでした。一人ひとりが「もったいない」という気持ちを持っ
て食品ロス削減のためにできることから始めてみましょう。
＜直接廃棄とは＞
賞味期限や消費期限が過ぎてしまい、手付かずのまま廃棄された
食材や食品のこと。

直接
廃棄

ごみ減量の取組のひとつとして、
環境学習を行っています。

目黒区清掃事務所では、学校・保育園や町会などに職員を派遣し、
ごみの減量、分別、リサイクルについての出前講座を行っています。

●保育園・幼稚園 ●小学校（4年生）
紙芝居で学習し、ごみの積み込
み作業体験等を行います。

ごみの分別、リサイクルの流れ
等を学習し、分別体験等を行い
ます。

埋立処分場の寿命は約50
年と言われています。残
された貴重な埋立処分場
を1日でも長く使用するた
め、ごみの減量やリサイク
ルがとても重要です！
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資源とごみのゆくえ


